


この度は、製品ををお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。
本ユーザーズガイドは、『ギデオン アンチウイルス アンチスパムPlus TLAS
対応』および『ギデオン アンチウイルス メールサーバTurbolinux AS 対応』
共通ユーザーズガイドとなっています。本書に記載されているアンチスパム機
能については『ギデオン アンチウイルス アンチスパムPlus TLAS 対応』に
のみ該当する項目です。その他は両製品共通の項目です。

対象読者は、システムのインストールを行う方、システム管理者、ネットワーク
管理者です。本製品の運用・管理を行うには、Linuxの基礎知識およびシ
ステム管理の経験が必要になります。
ご使用前に必ずご一読いただきますようお願いいたします。

■ テスト用ウイルスファイルについて

本製品には、ウイルス検出機能のテスト用に、無害なウイルスファイル

sample/eicar.comが収録されています。

このファイルをメールに添付して送信することで、実際にウイルス検出が行われ
ていることを検証できます。

テスト用ウイルスファイルは、ウイルス検出機能の動作検証にのみご利用ください。
その他の目的でご利用になられた場合、お客様の責任になりますので、ご注意
ください。

■著作権など

本ユーザーズガイドの著作権は株式会社ギデオンに帰属します。
GIDEON、ギデオン、GIDEON AntiVirus の名称およびロゴは株式会社
ギデオンの商標または登録商標です。
Kaspersky Lab、カスペルスキーラブの名称およびロゴはカスペルスキー社
の商標または登録商標です。
The Linux kernel is Copyright 1991-1996 Lius Torvalds and is 
licensed under the term of the GNU General Public License.
その他、記載されている会社名、製品名は各社の商標および登録商標です。
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1.2 導入からライセンス更新の流れ
本製品の導入から運用・保守、ライセンス更新までの流れは以下のとおりで
す。
● 導入
　①　ユーザ登録およびパスワード発行

製品 CDに収録されたREADMEファイルに従って、ユーザ登録を
行ってください。ユーザ登録が完了すると、「お客様登録No」「パスワー
ド」が発行されます。

　②　インストール
マシン環境を整え、製品をサーバにインストールします。

　③　管理画面から各種設定を行う
「2.2 初期画面」の記載に従い、発行された「お客様登録 No」お
よび「パスワード」を設定してください。その後「3.6 共通設定」の
記載に従い、その他の設定を行ってください。

　④　動作確認
「第 4 章 動作確認」の記載に従い、製品 CDに収録されたサンプ
ルウイルスを用いて動作確認を行ってください。

● 運用・保守
　①　定義ファイルの自動更新

「3.4 バージョン情報メニュー」の記載に従い、更新が正常におこな
われていることを随時確認してください。

　②　ウイルス検出・処理
「3.3 ウイルス検出ログメニュー」の記載に従い、日常の運用・管理を
行ってください。

● ライセンス更新
本製品は１年ごとのライセンス更新が必要です。更新期間が近くなりました
ら、ご案内を差し上げます。

1.1 製品の概要
近年、スパムメールの増加に伴う業務効率の低下や、メールに添付されるコ
ンピュータウイルス、スパイウェアによる情報漏洩など、データのセキュリティを
脅かす危険度は年々上がっています。

このようなスパムメール、ウイルス被害を防ぎ、安心した環境にするには「メー
ルサーバー上で対策をすること」が、最も有効な方法といえます。

『ギデオン アンチウイルス メールサーバ』は、ウイルス、スパイウェアをメール
サーバー上で確実に検出・駆除します。感染被害の拡大を防止し、安心し
て利用できる環境を提供します。『ギデオン アンチウイルス アンチスパムPlus 
TLAS 対応』は『ギデオン アンチウイルス メールサーバ』にアンチスパム機
能を追加した製品です。
両製品ともにTurbolinux Server Desktopの管理ツールと共通化すること
により運用コストを削減し、使いやすいシステムを提供します。

第1章 製品の使用に関して
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1.4 推奨動作環境 （2006年9月現在）
『ギデオン アンチウイルス アンチスパムPlus TLAS 対応』は、メールサーバ
上でのスパムメール対策、ウイルス対策のソフトウェアです。

注意

ご購入いただいたソフトをインストールする前に、ご利用環境を確認してくださ
い。以下の使用条件を満たさない場合は、インストールしたソフトが正しく動
作しない可能性がありますのでご注意ください。使用条件などの最新情報は、
下記のURLを参照してください。
 URL:　http://www.gideon.co.jp/products/

■ 推奨動作環境
● Linuxカーネルインテルアーキテクチャ 

● メールサーバー
 sendmail8.9.3 以降 8.x
 sendmail.cf は「Mlocal,M*smtp*,Mrelay」定義を含むこと
 (デフォルトでは通常含まれます）

● 対応 Linuxディストリビューション
 Turbolinux Appliance Server Hosting Edition 1.0
 Turbolinux Appliance Server Workgroup Edition 1.0
 Turbolinux Appliance Server 2.0

● 物理空きメモリ容量 128MB 以上

● /usr/local ディレクトリ以下に２00MB 以上の空き容量

1.3 本製品の特長・機能
■ 本製品の特長
● スパムメール対策、ウイルス対策の統合ソフトウェア

● OSデフォルトのTurbolinux Server Desktop 管理画面から設定可能

● MTAのセキュリティを確保し、既存ネットワークの設定変更が不要

● 定義ファイル、モジュールの自動更新機能でメンテナンスフリー

■ アンチスパム機能
● スパムメールの検知率 95％

● メールヘッダ解析、メッセージの本文解析、メールシグニチャデータベース、
　 DNSルックアップ、URLデータベース解析、ユーザ定義（ホワイトリスト、  
　 ブラックリスト）などによる複合解析
● スパムメール転送機能

● スパム判定スコアのカスタマイズ

● スパム検出ログ、ログのダウンロード

■ アンチウイルス機能
● あらゆる圧縮形式（約 900 種類以上）／ 255 階層の多段圧縮に対応

● メールでの通知機能

● ユーザ、またはドメイン名毎にウイルスチェックのOn/Off が可能

● Kaspersky 社製のコアエンジンを組込み、ウイルスを完全に検出、駆除

　 （約 15 万種のウイルスパターン、新種ウイルスに数分間隔で対応）

第1章 製品の使用に関して
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1.5 インストール対象サーバ環境
『ギデオン アンチウイルス アンチスパムPlus TLAS 対応』をインストールする
サーバでは以下の要件を備えている必要があります。

● OSデフォルトの sendmail メールサーバが正常に稼動していること
手動で postfix, qmail など、sendmail 以外のMTAをインストールして稼
動している場合、本製品は動作いたしません。その場合、「ギデオン アンチ
ウイルス アンチスパムPlus」をご利用ください。

● Linux 上でメールサーバが正常に稼動していること
本製品を導入するメールサーバが、内部または外部ネットを通してメールの送
信、受信ができることを確認してください。
リレーホストとして本製品を利用する場合には、すでにリレーホストとして正しく
動作しているネットワーク環境であることが前提になります。
本製品をインストールする前に、メールサーバの設定が正しいことを確認して
ください。

● メールサーバとして正常に動作する容量、処理能力を備えているこ
と
ウイルス検出（スパム検出でも同様）のため一時的にメール文書の容量が
必要になります。ディスクまたはメモリに、プロセス同時起動分の容量を確保
してください。また、ウイルス検出 , およびスパム検出のための処理負荷が増
えます。

推奨メモリサイズは、約 512MB 以上 空きメモリ容量 128MB 以上です。

第1章 製品の使用に関して

注意

本マニュアル記載の Turbolinux Server Desktop 画面は Turbolinux 
Appliance Server 2.0　をベースにしています。他のバージョンでは画面の
デザインなどが多少異なりますのでご了承ください。
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1.7 メールサーバのバージョンアップによる更新の注意
本製品を導入したサーバに対して、メールサーバソフトのバージョンアップや
パッチ更新を行う場合、以下の点にご注意ください。
メールサーバをアップデートすると、設定ファイルなどが置き換えられ、本製品
のインストール時に設定した項目が消去され、ウイルス検出機能が無効になる
可能性があります。
メールサーバのアップデートは、本製品を一旦アンインストール（後述）して
から行ってください。その後、メールサーバが正常に動作していることを確認
してから、本製品を再インストールし、再度、動作確認をしてください。

注意

メールサーバのプログラムだけでなく、メールサーバの設定ファイル（例えば、
sendmail.cf）だけ変更する場合も同様の手順になります。

注意

「Turbopkg」→「自動アップデートの設定」の設定方法によっては、
ユーザが気づかないうちにメールサーバがバージョンアップされてしまい、
sendmail.cf の記述が入れ替わりアンチウイルスが動作しない設定になってし
まう場合がありますので、ご注意ください。

第1章 製品の使用に関して

1.6 インストール前の注意事項 ［重要］
インストールが完了すると、以下のようにシステム環境が変更されます。

「ギデオン アンチウイルス アンチスパムPlus TLAS 対応」は、
gantispamplus.rpm  パッケージ（rpm 形式）から成ります。パッケージサイ
ズはおよそ５０MB 程度です。

OSの設定で必要なファイルサイズをアップロードできるように設定してください。
/etc/admserv/php.ini ファイル内で、

　post_max_size = 50M
　upload_max_filesize = 50M

のように記述し、`service admserv restart` と管理ウェブサービスを再起動
してください。

上記を行わない場合、「2.1 インストール」 < 手順 4＞がうまく動作しません。
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● 本製品はスパムメール、ウイルス感染の危険を最小限にとどめるための有
効なソフトです。しかし、これまでに述べたような理由や予期できない原因に
より、スパムメール、ウイルス感染を100％排除するものではない点にご留意く
ださい。

1.8 インターネット接続による更新の注意
定義ファイルおよびモジュールは、インターネット上のサイトから更新しますが、
ネットワーク上のフィルタリングやファイヤーウォールの設定（または設定変更）
により、更新ができなくなることがあります。導入後およびネットワークの設定を
変更した場合には、更新が正常に行われることを確認してください。

1.9 ご利用上の注意
本製品をご利用いただく上で、以下の点にご注意ください。

● 定義ファイルの更新
定義ファイルは自動更新されますが、管理メニューから定義ファイルのバージョ
ンが最新になっていることを確認してください。定義ファイルのバージョンが古
い場合、最近発生したウイルスが検知されない恐れがあります。バージョン
の確認方法については後述します。

● 容量管理
ディスク容量やメモリ容量など、システムの資源が不足する場合、正しく動作
しない可能性があります。必要な容量を確保してください。

以下のような場合には、ご使用の規模により、「アンチスパム・アンチウイルス」
の機能が正常に動作しないことがあります。問題が発生した場合、すぐにギ
デオン サポートセンターにお問い合わせください。

● スペックが低いマシンでは、サーバ負荷が異常に上がったとき、スパム判定・
ウイルススキャン後、正しくメールが配信されない場合があります。CPUのス
ペックアップとディスクI/Oの速度を向上させることをお勧めします。

● 大量のメールなどで過負荷となった場合、メールサーバが停止する可能
性があります。日常の運用・管理にご注意ください。

第1章 製品の使用に関して
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《手順４》 インストール準備を開始
画面2.1.1でアップロードするファイルを指定し、「インストール準備を開始」ボ
タンをクリックします。　ルートディレクトリには、　TLAS1 とTLAS2 のディ
レクトリがあります。TLAS1にはTurbolinux Appliance Server 1.0 用のイ
ンストールパッケージ(rpm) があり、　TLAS2 にはTurbolinux Appliance 
Server 2.0 用のインストールパッケージ(rpm)があります。パッケージファイル
名は、どちらもgantispamplus.rpm です。

画面2.1.1

《手順５》 「インストール」ボタンをクリック
アップロードが完了して画面2.1.2 のようにパッケージの説明が表示されたら

「インストール」ボタンをクリックします。

ここでは、本製品のインストール・アンインストールの方法について説明しま
す。

注意

インストール前の確認
メールサーバが正しく稼動しており、メール送受信が可能であることを確認し
た後、以下の手順で本製品をサーバにインストールします。
メールサーバを停止し、メール処理が行われない状態でインストールを実行
することをお勧めします。

注意

すでに従来製品「アンチウイルス for Linux」がインストールされている場合、
いったんアンインストールしてから本製品をインストールしてください。

2.1 インストール

《手順１》 製品CDをCDドライブに挿入
製品CDをお使いのデスクトップPC のCDドライブに入れてください。

《手順２》 TLAS のGUI 管理画面にログイン

《手順３》 パッケージのインストール
画面上部「Turbopkg」タブをクリックし、左側「サードパーティパッケージの
インストール」または「他社製品のインストール」メニューをクリックします。

第2章 インストール ・アンインストール
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画面2.1.3

《手順７》 インストールが終了
10 分程度で、ステータスバーが100%となりインストールが終了します。

インストール終了後、２～３分以内にGUI 管理ツールのサービスが自動的に
再起動されますので、しばらくお待ちください。

インストール直後に「アンチウイルス」初期画面を開くと、チェックボックスの
チェックがすべて空欄になっている場合があります。これはまだGUI 管理
ツールのサービスが再起動されておらず、インストール処理が途中であること
を示唆しますので、２～３分おいてから、ブラウザをリロードして再度アクセス
してください。

画面2.1.2

《手順６》 「パッケージをインストールしています...」の表示
しばらくの間、画面2.1.3 のように表示されます。

第2章 インストール・アンインストール
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　Reading installed packages...

　Dependency check...

　fixed.

　Update packages...

　Install gantispamplus-3.1.0-01.

　Complete.

注意

インストール途中で何らかの管理作業によりGUI 管理ツールサービスが再
起動されると、画面2.1.3 が表示されないことがあります。また、システム環境
によっては、稀にインストールに数十分かかる場合があります。いずれの場合
にも、十分に時間を置いた後に後述の画面を見て正常にインストールされて
いるか確認してください。

《手順８》 インストールの確認
インストール終了後、「Turbopkg」タブ→「パッケージ管理ログ」メニューを見
ると、次のように表示されます。

　パッケージ情報の読み込み...

　依存関係の確認...

　解決。

　パッケージのアップデート...

　Preparing... [>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>] 100%

　gantispamplus-3.1.0-01 [****************************************] 　

　100%

あるいは次のように表示される場合もあります。

第2章 インストール・アンインストール
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注意

画面2.2が表示されない場合、一旦ブラウザをリロードしてください。またはイ
ンストール終了後すぐにこの画面を開くと、メニューがなかったり、デフォルト
で画面内のチェックがない、あるいはメニューの日本語表記が英語になって
いる等の場合があります。数分待ってブラウザをリロードすると正常に表示
されます。

「アンチウイルス」以下には、次の４つのメニューが存在します。
●　基本設定
●　詳細設定
●　ウイルス検出ログ
●　バージョン情報

「アンチスパム」以下には、次の４つのメニューが存在します。
●　基本設定
●　詳細設定
●　スパム検出ログ
●　バージョン情報

初めてインストールした場合、画面2.2 で「使用開始」ボタンを押してください。

2.2 初期画面

インストール後、画面上部「サーバの管理」タブをクリックし、左側「セキュ
リティ」メニューをクリックすると、「アンチウイルス」「アンチスパム」というメ
ニューが新規に追加されます。

画面2.2

第2章 インストール・アンインストール
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画面2.2.2

ご契約いただいた期間中、アンチウイルス機能が有効になります。
契約期間はシステム側で管理していませんので、製品購入時の契約書類で
期間をご確認ください。期間満了で契約更新がない場合、アップデートサー
バ側で定義ファイルのアップデートができなくなります。
契約満了日が近くなりましたら販売会社よりご案内をお送りします。

2.3 アンインストール

《手順１》 管理画面にログイン

《手順２》 「アンインストール」メニューをクリック
画面上部「Turbopkg」タブをクリックし、左側「アンインストール」メニューを

2.2.1 評価ユーザ

画面が遷移すると、評価ユーザ登録の状態でアンチウイルス機能が動作する
ようになります。

評価ユーザの場合は、「評価ライセンス試用中」と表示され、インストールした
日から3ヶ月間、正規ユーザと同じように最新の定義ファイルを更新し、アンチ
ウイルス機能をご試用いただけます。

試用期間が終わると最新の定義ファイルの更新ができなくなり、その後発生
した新種のウイルスには対応しなくなります。
後で正式なライセンス契約をしていただき、「お客様登録No.」「パスワード」を
入力し直すことで、試用期間以降も継続してお使いいただけます。
ユーザ情報が正しくない場合、アンチウイルス機能は動作しません（ウイルス
を検出しません）。

2.2.2 正規ライセンスユーザ

正規にライセンスをご購入いただいたお客様は、「お客様登録No.」および「パ
スワード」の欄に正しい文字列を入力し、「保存」ボタンを押してください。
ユーザ情報の入力が正しければ、初期画面が「正規ライセンス使用中」

（画面2.2.2）に遷移します。

第2章 インストール・アンインストール
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　rpm -e gwantivirus

　Shutting down sendmail MTA: 

　Shutting down sendmail MSP: 

　.....

　Stopping GIDEON Anti-Virus daemon.

　saved /etc/mail/sendmail.cf.diff

　etc/mail/sendmail.cf was returned.

　Stopping Kaspersky Anti-Virus server.

　error: removal of /usr/sausalito/ui/web/gideon/antivirus/　

　antivirus _ regular.php failed: No such file or directory

　....

　Setup sendmail: 

　Starting sendmail MTA: 

　Starting sendmail MSP: 

あるいは以下のように表示される場合もあります

　Remove packages...

　Uninstall gantispamplus-3.1.0-01.

　Complete.

クリックします。

《手順３》 "gantispamplus" にチェック
画面2.3 のように、"gantispamplus"にチェックをつけます。

画面2.3

《手順４》 アンインストール完了
画面2.3 最下部の「アンインストール」ボタンを押します。1分ほどでアンインス
トールは完了します。

《手順５》 「パッケージ管理ログ」メニュー
「Turbopkg」タブ→「パッケージ管理ログ」メニューを見て以下のようなメッ
セージが表示されていればOKです。

第2章 インストール・アンインストール
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ザで期限が切れた場合、添付ファイルについてもウイルスチェックせずにその
まま送信します。

3.1.2　警告メール

画面 3.1.2

3.1 アンチウイルス基本設定メニュー

本メニューでは、ウイルスチェックの稼動 / 停止、ウイルス検出時の動作、ユー
ザ情報などを設定します。

3.1.1　基本

画面 3.1.1

【ウイルスチェックを有効にする】
ウイルスチェック機能の有効 / 無効を設定できます。ウイルスチェックを有効に
すると、メールに添付ファイルがある場合、ウイルスチェックします。添付ファ
イルがない場合、ウイルスチェックせずにそのまま送信します。
ウイルスチェックを無効にするか、ユーザアカウントが正しくないか、評価ユー

第3章 アンチウイルス設定
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クします。
ただし、ウイルス発信元に見えても、実際は存在しないアドレスであったり詐
称されていることがほとんどですので、ウイルスを送信した心当たりのないユー
ザに警告メールを送ることになる場合があります。逆に迷惑メールを送ることに
もなりかねないので、この設定は通常オフにすることをお勧めします。

【ウイルス検知時の送信者への警告メールSubject 設定】
送信者に届く警告メールの表題（サブジェクト）の記述に、元のメールのサ
ブジェクトを後半部に付ける場合、感染メールSubject の付加にチェックしま
す。

【全体に適用される設定】
ウイルスを検出した場合に、管理者に警告メールを送ることができますが、そ
の際に送信元アドレスとして書かれるメールアドレスを記述します。

【管理者宛警告メールの設定】
ウイルス検出した場合、管理者に警告メールを送信する場合にチェックします。
管理者のメールアドレス（複数指定する場合は半角スペースで区切ってくだ
さい）を記述します。

【ウイルス検知時の管理者への警告メールSubject 設定】
管理者に届く警告メールの表題（サブジェクト）の記述に、元のメールのサ
ブジェクトを後半部に付ける場合、感染メールSubject の付加にチェックしま
す。

【受信者宛警告メールの設定】
ウイルス検出した場合、受信者に警告メールを送信する場合にチェックします。
受信者に届く警告メールの表題（サブジェクト）を選択します。また、検出し
たウイルスを含む添付ファイルの扱いをここで決定します。
－添付ファイルを削除し詳しいヘッダ情報を記載した内容を知らせる
－添付ファイルを削除して警告メールとしてだけ送る
－ウイルスファイルを削除せずそのまま添付して送る
上記から選択できます。

【ウイルス検知時の受信者への警告メールSubject 設定】
受信者に届く警告メールの表題（サブジェクト）の記述に、元のメールのサ
ブジェクトを後半部に付ける場合、感染メールSubject の付加にチェックしま
す。

【送信者宛警告メールの設定】
ウイルスメールの送信者に、警告メールが届いた旨を知らせたい場合にチェッ

第3章 アンチウイルス設定
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【ウイルス定義ファイル ステータス確認】
現在のウイルス定義ファイルの状態を定期的にチェックし（デフォルトは毎時
20 分）、必要であれば管理者宛に通知メールを送ります。

すべてにチェックすると、1 時間おきに必ず何かしらの通知メールが届きます。
通常は「過去 3日間更新されていなければ通知する」だけをオンにすること
をお勧めします。

定義ファイルの状態は、ギデオン社のウェブサーバであるwww.gideon.co.jp
とユーザが利用しているサーバ間の定義ファイルを比較します。どちらもウイ
ルス検出エンジン供給元のアップデートサーバから定期的に定義ファイルをダウ
ンロードするため、タイミングによっては、ユーザのサーバの定義ファイルの方
が新しい場合があります。
ユーザのサーバの定義ファイルと、エンジン供給元のアップデートサーバとを
直接比較することは行っておりません。

最新の定義ファイルの情報につきましては、以下のギデオン社ウェブサイトを
ご覧ください。

http://www.gideon.co.jp/updates

最新の定義ファイルのリリース時間を確認するには、以下の検出エンジン供
給元のウェブサイト（表示はロシア時間）をご確認ください。

http://www.kaspersky.com/avupdates

第3章 アンチウイルス設定

3.1.3　通知メール

画面 3.1.3

【通知メール送信先設定】
前記警告メール以外の、本製品に関する通知メールを管理者に送ることがで
きます。
ユーザ認証がアップデートサーバで正しく行われるかチェックするメール、定
義ファイルのステータスを確認するメール、ディレクトリチェックした場合に結果
を通知するメールなどが該当します。管理者としては、警告メールと同じアド
レスか、または別アドレスを指定することができます。
通知メール用に別の管理者アドレスを指定したい場合、テキストフィールドに
記述してください（複数指定する場合は、半角スペースで区切って入力して
ください）。
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ドメイン部　宛先ホスト1: 宛先ホスト2:…

ドメイン部と宛先ホスト1は、半角スペースで区切って入力します。
宛先ホストが複数ある場合は、コロン（:）で区切って入力します。

宛先ホストには、hostname、[hostname]、A、MXなどが指定できます。

hostname ホスト名に対するMX を検索する
[hostname] ホスト名に対するA を検索する
[IPaddress] IPアドレスを利用する
MX  メールアドレスのドメイン部に対するMX
MX?  MXと同様（DNS が引けなかった場合は、後続する
  宛先ホストについても試行する）
A  メールアドレスのドメイン部に対するA
=domain  エイリアスを適用したMXを検索

ドメイン部に対しては、メールアドレスのドメイン部に対して完全一致で比較す
るか、または部分一致で比較するかを選択できます。
以下は記述例です。
 

----- 例 -----
（例 1）　sub.my.domain   A:[backup.server]
宛先ホストが、ドメイン部で指定した「sub.my.domain」に完全に一致し
た場合、例えば「username@sub.my.domain」 へのメールは、「sub.
my.domain」というサーバまたは「backup.server」というサーバへ送ります。

（例 2）　.co.jp  quick.relay.server:MX
「co.jp」のように、サブドメインに部分一致した場合、
例えば「co.jp」のサブドメイン名をもつメールで「username@xxx.yyy.
co.jp」へのメールは、「quick.relay.server」というサーバまたは「.co.jp」

第3章 アンチウイルス設定

3.1.4　リレー設定

画面 3.1.4

【リレーするホストを指定する】
本サーバをリレーホストとして使用する場合、「リレーするホストを指定する」
にチェックしてください。チェックした場合、記述があるルーティングマップ行に
したがってSMTP 配送を行います。
特別にリレーの設定等がなければ、チェックは必要ありません。

【ルーティングマップ記述】
ルーティングマップ行（テキストボックス)には、smtpfeed マップファイルの書
式に従って記述します。
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3.1.5　HTTPプロキシ

画面 3.1.5

定義ファイルおよびモジュールの更新は、HTTPでインターネット上のアップデー
トサーバにアクセスして行われるため、本サーバからHTTPによる外部アク
セスができることが必須です。
お使いのネットワーク環境によってはプロキシサーバを経由してウェブアクセス
している場合があります。その場合、本画面でプロキシ設定を行います。

注意

プロキシの有無やプロキシの設定詳細については、ネットワーク管理者に確認
してください。

第3章 アンチウイルス設定

のサブドメインに一致するメールサーバへ送ります。

（例 3）　.bitnet   =.bitnet.ad.jp
エイリアスの場合、例えば「bitnet」のサブドメイン名をもつメールで、
「username@xxx.yyy.bitnet」へのメールは、「bitnet.ad.jp」というメー
ルサーバへ送ります。

（例 4）　.jp   MX?:[fallback.mx]
メールサーバへの送信が失敗した場合、
例えば「.jp」のサブドメイン名をもつメールで、「username@xxx.yyy.
co.jp」へのメールは「.jp」のサブドメインに一致するメールサーバに送ります。
また、そのメールサーバへの送信に失敗した場合、「fallback.mx」サーバ
へ送ります。

（例 5）　. MX #default
マップファイルで以下のように設定すると、特定のドメイン名や宛先ホストを指
定しない場合と同じ意味になります。

注意

テキストボックスは空欄にできませんので、何も必要なければ #... 行を入力して
ください。 # 以降はコメントなので設定には何ら影響しません。
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3.1.6　更新スケジュール

画面 3.1.6

【更新するタイミング】
1 時間おき、2 時間おき、3 時間おき、6 時間おき、に定義ファイルを更新します。
「保存」ボタンを押すと、更新するタイミング設定が保存されます。

【アンチウイルスのアップデート】
「アップデートの実行」ボタンを押すと、アンチウイルスの定義ファイルが更新
されます。場合によっては終了まで数分かかります。アップデートが完了する
と自動的に基本画面に戻ります。アップデートが実際に終了したかどうかは、
後述の「3.4 バージョン情報メニュー」で確認できます。

第3章 アンチウイルス設定

【プロキシを有効にする】
チェックマークを付けると、「アンチウイルス」の更新時、外部にHTTPアク
セスをする際に、すでに正常に稼動しているプロキシサーバを経由します。
プロキシを有効にした場合、以下の項目の設定が必要です。

【プロキシホスト名】
プロキシサーバの「ホスト名」または「IPアドレス」を入力します。

【プロキシポート番号】
プロキシにアクセスする際の「ポート番号」を指定します。
現在お使いのポート番号については、ネットワーク管理者に確認してください。

【ユーザ名】および【パスワード】
プロキシサーバでユーザ認証を行っている場合、有効な「ユーザ名」とその
「パスワード」を入力してください。

注意

ユーザ名を入力せずに、パスワードだけを入力しても無効です。
ユーザ名およびパスワードについては、ネットワーク管理者に確認してください。


